障害児通所支援の利用者負担軽減について　　　　　
[bookmark: _GoBack]平成３０年１１月　５日
熊本市障がい保健福祉課

１．利用者個人への負担軽減
1 障害福祉サービス等の自己負担は、利用料の１割負担となっていますが、世帯の所得
に応じて負担上限額が設定されています。　　　

2 さらに熊本市では、利用者負担上限月額が4,600円の世帯の利用者については、利用者負担額の４分の１を助成しており、実質的な利用者負担上限月額が１人当たり約3,450円となります。
１人の利用者が、同じ月に複数の事業所を利用した場合に、利用者負担額が上限月額を超えないように上限月額管理事業所を決め、利用者負担上限額を超えないように
しています。　　　　　　　　　　　　　

２．世帯での負担軽減
①　世帯で複数利用者がいる場合であっても、平成２９年度までは独自助成率が２分の１でしたので世帯の上限月額を超える方が多くありませんでした。
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2 平成３０年度から、独自助成額が４分の１となり、世帯に複数利用者がいる場合には
一時的に上限月額を超える支払いが発生する世帯が増加することになりました。
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3 そこで、平成３０年９月から、同一世帯に障害児通所支援を利用する児童が複数いる場合は、それぞれの利用者負担の合計額が世帯単位の上限月額を超えないように上限管理事業所にお願いし、世帯での管理もすることとなりました。
例えば、同一世帯で、利用者負担上限月額が4600円の児童が兄弟で障害児通所
支援を利用している場合、世帯で一月4,600円までの負担額となるよう調整します。
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※平成30年8月以前のサービス利用分の利用者負担上限額の超過払いについては、
償還払いを行います。対象となる方については、後日個別にお知らせいたします。

３．高額障害福祉サービス費での負担軽減
同一人や同一世帯で、同一月に障害福祉サービス、障害児通所支援、補装具等の利用者負担がり世帯の上限額を超える場合には、超えた部分について高額障害福祉サービス費として支給されます。（償還払いによります）

障害福祉サービス（緑色の受給者証）と障害児通所支援（ピンクの受給者証）を利用している場合は、これまでどおり、それぞれの受給者番号ごとに利用者負担額の清算後、負担上限月額を超過する場合に、償還払いを行います。
例：一人で短期入所と、障害児通所支援を利用している。
兄は生活介護、弟は放課後等デイサービスを利用している 等
· 対象となる方については、後日個別にお知らせいたします。
	【問い合わせ先】　　　　　　　　　
熊本市役所　障がい保健福祉課　（11階）
担当：自立支援班
　ＴＥＬ：０９６－３２８－２５１９ 



※制度についてのご理解と、上限管理事業所、利用事業所への情報提供等
ご協力をお願いいたします。
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平成30年度より・・・利用者負担額の助成が４，６００円の世帯は、４分の１助成、３７，２００円の世帯は、助成廃止となった。
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平成30年9月サービス提供分より・・・兄弟姉妹間で、利用者負担額の管理を行うこととなった。
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【例】 利用者負担上限月額　４，６００円の場合
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平成29年度まで・・・利用者負担額の助成は、一律半額助成を行っていた。

自治体助成

後の実質的

な利用者負

担額



4,600円

2,300円 2,300円


